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会議議事録 

 

事業名 「医療事務における効果的な連携事業を行うためのガイドライン

を作成」 

代表機関 一般社団法人 全国専門学校教育研究会 

 

会議名 事業推進委員会（第１回） 

開催日時 平成 29 年 7 月 31 日（月） 

13:00～16:00（3ｈ） 

場所 東京ガーデンパレス 3 階 橘 

出席者 ① 委員 ・岡村慎一、中西美和子、清水利朗、増子卓矢、成底 敏、髙

岡信吾（計 6 名） 

② 事務局 ・飯塚久仁子・鈴木孝子（計 2名） 

③ オブザーバー ・杉本久美（計 1名）     （参加者合計 9名） 

議題等 ① 開会挨拶 

② 各ワーキンググループリーダーの自己紹介 

③ 各ワーキンググループは、第 1回目はキックオフとして、まずは委員紹介と

概要説明、役割分担の確認を行う。 

④ 学習目標・評価ワーキンググループの今後の予定 

第 1回 WG(9/4)までに厚労省から出ている評価項目と本日配布された【病院

実習目標と評価について】(案)を比較し、第一弾の学習目標・評価項目案を

作成する。 

事前学習ガイドラインを作成する。 

11 月上旬までには学習目標・評価をまとめる。 

⑤ ツール集作成ワーキンググループの今後の予定 

第 1回 WG(8/28)までに下記を行う 

・ガイドラインに載せるべきツールの絞り込みを行う 

・会員校からのツール以外の参考事例・ツールに関する調査（病院側から

の資料収集→オブザーバーへ依頼） 

・WG メンバーへの WG 業務内容理解・WG目標設定に関わる資料把握を促す 

11 月上旬までにはツール集をまとめる。 

⑥ 実証講座ワーキンググループの今後の予定 

2 回目以降は、実証講座 WG に各 WG リーダーに出席を依頼。疑問・質問を各

WG リーダーと検討しながらの WG 進行が必要と考える。 

2 回目は 11 月上旬～中旬で開催する 

ガイドライン作成のためのヒアリング調査は、9月に 3学校を行うが、事前

学習、実習、事後学習を 2月上旬には終える学校を選択する。 
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⑦ ガイドライン作成ワーキンググループの今後の予定 

11 月上旬には、ガイドライン案の作成を目指す。 

ヒアリング校が決まり次第、事務局と日程調整をする。 

⑧ 今後の各ワーキンググループの開催方法の件 

2 回目以降の WG はできれば 2日連続にし、各 WG が連続して行うように設定

する。 

⑨ 教員向け実習説明会及び研修日程の件 

2 月 22 日または 21 日に、教員対象の実習説明会および研修を 1日目午後、

2日目午前中にて行う。  

⑩ 委員増員依頼の件 

病院の先生の委員が不足している。増員が必要。 

⑪ 第 2回推進委員会の予定 

9 月下旬から 10 月上旬に開催予定。 

 

その他  

以上 


